Hua pen (話本) and Chin p\u27ing mei (金瓶梅) by 荒木 猛
長崎大学教養部紀要(人文科学篇) 第30巻 第2号 1-26 (1990年1月)
「話本」と「金瓶梅」
荒木猛






























































































































































































































































「警世通言」巻 16 「金瓶梅 」88 回
‥.…迩過 信歩行到張員外 門前, 張勝 (経済) 来到紫石街 王婆 門首 0 可
喫驚 , 只見 張員外家 門便 開着 ,. 十字 婁作 怪, 只 見門前街 勇, 埋着 両個屍
両候 竹竿 , ‥‥‥照着 門上一張手樽 貼 首, 上面両梓 鎗交 叉, 上面 挑着個燈
在 0 張勝 看 了, 説得 目時 ロ呆, 岡知 龍 0 門首掛着 一張手樽 , 上 書 「‥‥..」
所措 0 張勝去這燈光之 下, 看這手樽 這経 済仰頭遠 大看 了, 只 見従 喬舗 中
上写 着道 , 「.‥‥.」 方才 読到不合三 錬 出両個人来 , 喝 声道 「甚唐 人, 看
個字 , フt 自不知道因甚罪 ? 則 見燈龍 此棺 文倣甚 ? 」‥‥..只 見一個 人
底 下一人 喝声道, 「体好大胆 , 来這裏 頭戴 万字 巾‥‥‥説 道 「寄苛 , 体好 大

































































































































宋宣和遺草」は、 「宣」、 「水耕伝」は、 「水」、 「清平山堂話本」は「清」、 「雨音








2. 「無形無影透人懐・-」 (七絶詩) P55
3. 「景陽尚頭風正狂-」 (七言古詩) P57
58
4. 「柔軟立身之本-」 (西江月) P63-64
5. 「金蓮容貌更堪題-」 (七絶詩)?70
6. 「叔娘蒋綜得偶逢-」 (七絶詩) P74
7. 「可怪金蓮用意深-」 (七絶詩) P76
8. 「武松儀表甚摘捜-」 (七絶詩) P77
9. 「万里形雲密布-」 p78-79
10. 「薄儀謀心太不良-」 (七絶詩) P83
ll. 「雨意雲情不遂謀-」 (七絶詩) P86
2回
12. 「苦口良言諌勧多-」 (七絶詩) P91
13. 「他黒繋肇寮魂細的輩見-」 P95
14. 「風日清和浸出遊-」 (七絶詩) p97
15. 「開言欺陸頁-」 P103-104
16. 「西門浪子意狛狂-」 (七絶詩) P108
3回
17. 「色不迷人人目迷-」 (七律詩) p109
18. 「両意相投似密甜-」 (七絶詩) P116
19. 「阿母牢龍設計深-・」 (七絶詩) p120 - 121


























「水」 44回p723 (類) 「古今」
巻36
「水」 24回p367








21. 「従来男女不同延-・」 (七絶詩) P129
4回
22. 「酒色多能悌国邦-・」 (七律詩) p135
23. 「交頚駕喬戯水-」 P137
24. 「好事従来不出門-」 (七絶詩) p145
5回
25. 「参透風流二字禅-」 (七律詩) p151
26. 「虎有偉号烏有媒-」 (七絶詩) p156
12回再出
27. 「雲情雨意両納経-」 (七絶詩) P162
28. 「油煎肺腺-・」 P166
6回
29. 「可怪狂夫恋野花-」 (七律詩) p169







36. 「色中餓鬼獣中減・・・」 (七絶詩) P232
9回






























41. 「平生正直菓性賢明-」 P260 「水」 27回P424
11回
42. 「羅衣畳雪宝馨堆雲-」 P289-290 「水」 51回p840
12回
43. 「-箇不顧綱常貴膿-・」 p308









47. 「堪嘆人生毒似蛇-」 (七律詩) p451
48. 「帰去只愁紅日短-」 (七絶詩) p458
19回
49. 「花開不択貧家地-・」 (七律詩) P475
94回再出
20回
50. 「在世為人保七旬・・・」 (七律詩) p507
97回再出
51. 「淡画眉児斜挿統一」 (鵬鵠天詞) p512
83回再出
27回
52. 「頭上青天自悠欺・.・」 (七律詩) p695
53. 「県官舎汚更堪嵯・-」 (七絶詩) P697
54. 「祝融南来鞭火龍一」 P698




























63. 「甘羅発早子牙遅-」 (七絶詩) P1222
59回












71. 「星斗依稀禁漏残-」 (七律詩) p2041
「水」 13回p193
猛
























76. 「寒暑相推春復秋-」 (七律詩) P2051
75回
77. 「万里新墳尽十年-」 (七律詩) P2181
79回
78. 「太平時序好風催-」 (七絶詩) P2403
42回既出




































88. 「平生作善天加福-」 (七律詩) p2607
89. 「手到処青春喪命-」 P2625
88回
90. 「上臨之以天鑑.・・」 (六言詩) P2629
89回
91. 「風梯梱龍錦肺揚-」 (七律詩) P2653
98回再出




95. 「報応本無私-」 (五絶詩) p2693
92回





99. 「花開不択貧家地-」 (七律詩) P2789
19回既出
97回

















「水」 3回P43、 (類) 「怪言」巻










103. 「一切諸煩悩・-」 (五言律詩) P2917 ←水」 30回p458
100回
104. 「勝敗兵家不可期・-」 (七絶詩) P2948


















































詩を以て作者固有の思想と錯覚してはならない。4回・ 5回・ 6回・ 10回・ 18




















































































































































Patrick. D. Hanan, Sources of the Chin P'ing Mei, Asia Major new senes Vol X part
I. London 1963・




















































⑮徐朔方「《金瓶梅》的写定者是李開先」 (「杭州大学学報」 (社会科学版) 1980年第1期)、
日下翠「《金瓶梅》作者考証」 (「明清小説論叢」第3輯所収、 1985年、春風文芸出版社刊)、
ト鍵「金瓶梅作者李開先考」 (1988年、甘煮人民出版社刊)
⑯黄葉「《金瓶梅》作者屠隆考」 (「復旦学報」 (社会科学版) 1983年3期)同「《金瓶梅》作
者屠隆考続」 (「復旦学報」 (社会科学版) 1984年5期)、親子雲「金瓶梅原貌探索」( 1985年、
台湾学生書局刊)同「金瓶梅的幽隠探照」 (1988年、台湾学生書局刊)
⑬王利器前掲論文(注⑫)参照
(1989年9月25日受理)
